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〇10-12月期の実質輸出（季節調整値）は 3四半期ぶりの減少 

財務省より発表された 12月の貿易統計では、輸出金額が前年比＋2.8％、輸入金額が同＋1.8％とな

り、貿易収支は＋1,309億円の黒字（事前予想コンセンサス：▲625億円の赤字）となった。市場予想

対比では輸入がやや下振れ、貿易収支額も６か月ぶりの黒字に転じた。また、季節調整値でみると、

輸出金額が前月比＋6.3％（11月：同▲0.1％）、輸入金額が同＋2.2％（11月：同＋1.9％）とそれぞ

れ増加したが、輸出が高めの伸びとなったことで貿易収支が▲330億円（11月：▲3,887億円）と前月

から赤字幅が縮小した。 

季節調整値での輸出金額は 3か月ぶりの増加となった。物価変動の影響を除いた実質輸出（実質化

と季節調整は第一生命経済研究所）を見ても、前月比＋8.3％の増加となった。もっとも、12月は 10

月（同▲5.9％）、11月（同▲2.2％）と落ち込んできた反動の面が強く、四半期で見れば 10-12月期

は前期比▲1.5％と 3四半期ぶりの減少となった。半導体部品などが含まれる「電気機器」が前期比▲

4.6％と 3四半期ぶりに減少に転じたほか、半導体等製造装置などが含まれる「一般機器」も同▲

0.3％と減少するなど、7-9月期までを牽引してきた半導体関連輸出が、需要の一巡により減速したこ

とが要因だ。また、輸出の主力である自動車等の「輸送用機器」は同＋1.5％と 2四半期ぶりに増加し

たが、2024年は四半期ごとに増加と減少を繰り返す一進一退が続き、7-9月期に同▲2.6％と落ち込ん

でいた後の伸びとしては物足りない。これまでアジア向けに好調だった半導体関連需要の一服に加

え、世界経済の減速が下押し圧力となる中、実質輸出も減速感が強まっている。 

 

〇実質輸出の地域別動向 

10-12月期の実質輸出を地域別にみると、米国向けが前期比▲6.7％（7-9月期：同▲0.6％）、欧州

貿易収支（億円） 輸出数量 輸入数量

輸出金額 輸入金額 アメリカ ＥＵ 中国 アメリカ ＥＵ 中国

原数値 季調値 前年比 前年比 前年比 前年比 前年比 前年比 前年比 前年比 前年比 前年比

23年 10月 ▲ 7,029 ▲ 3,502 1.6 ▲ 12.1 ▲ 3.4 8.8 0.4 ▲ 9.4 ▲ 3.1 0.1 1.4 ▲ 2.3
11月 ▲ 8,139 ▲ 4,420 ▲ 0.2 ▲ 11.6 ▲ 5.6 3.4 ▲ 11.8 ▲ 9.9 ▲ 3.4 2.9 0.4 ▲ 3.3
12月 324 ▲ 7,332 9.7 ▲ 6.6 2.9 16.9 2.2 2.7 ▲ 3.2 ▲ 5.6 ▲ 13.7 ▲ 0.7

24年 1月 ▲ 17,665 ▲ 1,137 11.9 ▲ 9.8 2.3 7.1 ▲ 0.2 20.4 ▲ 8.4 ▲ 3.9 ▲ 22.1 ▲ 9.2
2月 ▲ 3,830 ▲ 6,439 7.8 0.4 ▲ 1.5 10.9 3.5 ▲ 7.1 1.4 6.1 ▲ 3.3 12.6
3月 3,824 ▲ 7,238 7.3 ▲ 5.1 ▲ 2.1 1.8 ▲ 6.5 0.9 ▲ 9.6 ▲ 2.3 ▲ 1.1 ▲ 19.4
4月 ▲ 4,713 ▲ 4,993 8.3 8.0 ▲ 3.2 ▲ 2.3 ▲ 13.7 ▲ 5.1 0.6 16.1 ▲ 1.9 1.8
5月 ▲ 12,230 ▲ 5,144 13.5 9.4 ▲ 0.9 6.7 ▲ 17.9 ▲ 0.4 ▲ 2.0 13.0 ▲ 2.7 3.8
6月 2,194 ▲ 7,275 5.4 3.3 ▲ 6.2 ▲ 2.9 ▲ 20.1 ▲ 8.9 ▲ 8.9 5.0 ▲ 5.9 ▲ 5.6
7月 ▲ 6,343 ▲ 5,921 10.2 16.5 ▲ 5.2 ▲ 5.0 ▲ 13.8 ▲ 10.9 4.4 ▲ 0.7 ▲ 3.0 13.6
8月 ▲ 7,092 ▲ 5,013 5.5 2.2 ▲ 2.8 ▲ 7.7 ▲ 12.3 ▲ 4.9 ▲ 3.8 ▲ 6.5 4.8 ▲ 1.7
9月 ▲ 2,995 ▲ 1,962 ▲ 1.7 1.9 ▲ 6.9 ▲ 0.3 ▲ 11.2 ▲ 15.1 ▲ 1.3 3.7 ▲ 4.3 ▲ 0.6

10月 ▲ 4,682 ▲ 2,145 3.1 0.5 0.1 ▲ 6.1 ▲ 15.9 ▲ 4.4 2.5 2.8 ▲ 7.3 7.7
11月 ▲ 1,103 ▲ 3,887 3.8 ▲ 3.8 ▲ 0.1 ▲ 9.5 ▲ 14.2 ▲ 6.4 3.5 ▲ 9.4 ▲ 20.8 3.6

12月 1,309 ▲ 330 2.8 1.8 ▲ 2.6 ▲ 6.5 ▲ 0.0 ▲ 10.1 ▲ 4.3 ▲ 1.4 1.7 7.5
（出所）財務省「貿易統計」、前年比（％）
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向けが同▲4.4％（7-9月期：同＋8.6％）、アジア向けが同▲0.6％（7-9月期：同＋4.4％）、アジア

向けのうち中国向けが同＋0.7％（7-9月期：同▲2.0％）となった。 

米国向けは 2四半期連続の減少となり、減少幅も大きいものとなった。輸出ウェイトの大きい輸送

用機器が同▲2.1％（7-9月期：▲4.5％）と減少が続いたことが下押しとなった。先行きについても、

25年 1月 20日に発足したトランプ新政権では多くの経済政策に方向転換が実施され、米国経済は不透

明感が強い。特に、輸出を巡っては、米国が世界各国に対して関税引き上げ姿勢を強める可能性が高

く、日本においても貿易摩擦が強まれば輸出の下押しとなる可能性が高い。 

 EU向けは、前期比マイナスは 2四半期ぶりだが、2024年は一貫して減少傾向が続いた。輸送用機器

が同▲1.8％と落ち込んだほか、一般機械、電気機器など多くの品目が減少した。 

 中国向けは 11月（前月比＋1.7％）、12月（同＋1.0％）と 2か月連続で増加し、10-12月期も 4四

半期ぶりの増加となるなど、これまでの低迷から底入れがみられる。もっとも、中国向け輸出でウェ

イトが大きい一般機械は前期比▲0.6％と減少が続いており、主力は低迷したままだ。先行きの持ち直

しも緩やかなものに留まると見込む。 
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